
一
人
一
人
の
持
つ

能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
に

　

障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労
を
、

皆
さ
ん
は
身
近
な
こ
と
と
捉
え
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
一
人
一
人
の
持
つ
能
力
が
発
揮

で
き
、誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
。

実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
と
福

祉
事
業
所
、
企
業
が
協
働
し
て
障

が
い
者
の
雇
用
機
会
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
在
住
の
障
が
い
者
就
労
数
を

約
２
３
０
人
増
や
し
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
働
け
る
社
会
を
め
ざ
す
た

め
に
、
市
は
障
が
い
者
雇
用
・
就

労
推
進
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
２
年
度
の
市
在
住
の
生
産
年
齢

（
15
～
64
歳
）
の
障
害
者
手
帳
の

所
持
者
は
３
１
５
６
人
で
、
そ
の

内
、
就
労
人
数
は
約
43
％
の
推
定

１
３
５
１
人
で
す
。

　
５
年
度
ま
で
に
、
１
５
８
０
人

ま
で
増
や
し
、
就
労
率
を
50
％
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
達
成
に
向
け
て
、
市
と
福
祉
事

業
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
が
協

働
し
、
障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労

を
促
進
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
企
業
な
ど
に
就

職
し
、
労
働
契
約
を
結
ん
で
働

く
「
一
般
就
労
」
と
、
企
業
な
ど

で
働
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
働
く

「
福
祉
就
労
」、市
役
所
で
働
く「
庁

内
雇
用
」
の
３
つ
を
一
体
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
主
な
施
策
と
し
て
、
雇
用
と
就

労
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
障

が
い
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金

（
左
欄
参
照
）
な
ど
を
整
備
。
就

労
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
市
障

が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
相
談
支
援
体
制
を

強
化
し
、
障
が
い
者
と
企
業
の
ど

　市障がい者
　トライアル雇用奨励金

　国の「障害者トライアル雇用助成金」の
支給を受け、対象となる障がい者を試行雇
用する事業主に対し、国の助成金支給額の
２分の１（月額上限２万円）に相当する額
を支給する制度。
　障がい者を原則３カ月試行雇用すること
で、適性や能力を見極め、継続雇用のきっ
かけにすることが目的です。障がい者雇用
への不安を解消することができます。
　制度について、詳しくは市ホームページ
（下の２次元コードからアクセス可）で確
認してください。

　市では、事業者が障がい者雇用の理解を
深め、障がい者の雇用機会の拡大と定着を
図ることを目的とし、２つの奨励金制度を
４月から設けています。

　市障がい者
　継続雇用奨励金

　国の「特定求職者雇用開発助成金」の支
給期間終了後も、対象となる障がい者を継
続して雇用する事業主に対して、支払った
賃金の４分の１に相当する額を支給する制
度。
　制度について、詳しくは市ホームページ
（下の２次元コードからアクセス可）で確
認してください。

ち
ら
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
年
度
現
在
、
市
職
員

の
障
が
い
者
雇
用
率
は
、
法
定
雇

用
率
を
達
成
し
て
い
る
状
況
で

す
。
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
市

役
所
な
ど
で
の
短
時
間
勤
務
体
系

の
確
立
な
ど
、
特
性
に
応
じ
た
就

労
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

法
定
雇
用
率
は
２・３
％
に

達
成
に
は
多
く
の
課
題

　
２
年
度
の
全
国
の
民
間
企
業
の

実
雇
用
率
は
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
が
、
法
定
雇
用
率
に
は
達
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
３
月
に
は
障
が
い
者
の

障がい者の
雇用奨励制度

問い合わせ
産業振興課 072（740）1162

特集　働きたいをみんなで叶える

　

働
き
た
い
を

み
ん
な
で
叶
え
る

‶
障
が
い
者
と
働
く″
こ
と
は
特
別
じ
ゃ
な
い

奨
励
金
制
度
の
設
置
と
相
談
支
援
体
制
を
構
築

障
が
い
者
の
就
労
率
を
50
％
に
引
き
上
げ
ま
す
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法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

民
間
企
業
は
２・
３
％
に
な
り
ま

し
た
。
従
業
員
を
43
・
５
人
以
上

雇
用
し
て
い
る
企
業
は
、
１
人
以

上
の
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
達
成
す
る
こ
と
が
困

難
な
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
背
景
は
、
雇
用
に
関
す
る
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
こ
と
、
職
場

の
受
け
入
れ
る
環
境
が
不
十
分
な

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
企
業
と
障
が
い
の
あ
る
人
、
ど

ち
ら
に
と
っ
て
も
課
題
が
多
い
雇

用
と
就
労
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
と
企
業
を
つ
な

ぐ
役
割
を
持
っ
た
人
に
話
を
聞
き

ま
す
。

ボルツ㈱　代表取締役社長　桑原 哲史さん

ボルツ㈱　取締役　木下 昇さん

障がいのある人とない人が
ともにつくったボルト
ボルツ㈱で製造されているボルトやネジ。日本を代表する自動車メーカーのエンジン部
分などに使用されています。製造工程には、障がいのある人もない人も携わっています。

就
労
の
機
会
を
つ
く
る
た
め
に

支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す

　作業工程の見直しなど、障がい者雇用での取り組み
として行ったことが、結果的に全社員の作業効率や

確実性を高め、品質を向上させるこ
とにつながりました。また、各職

場で定期的にヒヤリングや報告
の機会を設けることで、社員同

士のコミュニケーションが増え、
社内の雰囲気も良くなりました。　

　障がいのある人が働く上で課題が出てきた時は、ハ
ローワークなどの支援員に協力してもらい、一人一人
と面談したり作業観察で原因の洗い
出しをしたりするなど、みんなで
改善に向けて取り組みます。社
内だけでは解決できないことも
ありますので、支援機関にサポー
トしてもらえると安心できます。

日
本
の
人
口
の
う
ち
、
約
９
４
０
万
人
が
何
ら
か
の
障
が
い
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
出
典：
厚
生
労
働
省
）

３
月
に
、
企
業
の
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
２・３
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
民
間
企
業
の
障
が
い
者
の
雇
用
率
は
、
過
去
最

高
を
記
録
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
雇
用
率
を
達

成
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
人
一
人
の
持
つ
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
に
す
る
。

そ
れ
は
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障がい者雇用を積極的に行っている市内企業のボルツ
㈱の２人に話を聞きました

Interview

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
働
け
る
社
会
を
め
ざ
し
て

Company Profile
　久代に本社があり、エンジンボルトなどの車の部品を製
造。９月現在、全従業員数は 276 人で、11 人の障がい者

（内重度障がい者３人）が勤務。同社の障がい者雇用率は
4.9％です。平成 30 年、「障がい者雇用フェスタひょうご
2018」で、県知事表彰優良事業所として表彰されています。

問い合わせ　障害福祉課
072（740）1178
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「働きたいけれど、長く続けられるか不安」
「障がい者雇用について何から始めれば良いか分からない」

就労や雇用の悩みを抱えていませんか
そんな課題を解決する人たちの取り組みを紹介します

人と企業を結ぶ

　
障
が
い
者
雇
用
・
就
労
推
進
本

部
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
一
般
就
労
」「
福
祉
就
労
」「
庁

内
雇
用
」
の
３
つ
を
一
体
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
、
市
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
事
業
所
な
ど
の
連
携
が

強
化
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
機
関
の
役
割

を
明
確
に
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
生
で
き
る
地
域
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
社
会
生
活
を
送
る
上
で
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
緒
に

考
え
る
」。
そ
う
い
っ
た
配
慮
が

あ
れ
ば
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
能

力
や
希
望
に
合
わ
せ
た
就
労
が
で

き
、
誰
も
が
分
け
隔
て
な
く
働
く

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
ま
た
、
就
労
す
る
前
の
職
業
訓

練
や
、就
労
し
た
後
に
支
援
機
関
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
継
続
的
に
支

援
を
受
け
る
こ
と
は
、
長
く
働
き

続
け
る
上
で
重
要
で
す
。
就
労
を

通
じ
て
、
自
分
の
力
を
発
揮
で
き

る
場
所
を
見
つ
け
、
幸
せ
を
実
感

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん

家
族
や
周
囲
の
人
か
ら
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
就
労
へ
の

悩
み
や
将
来
へ
の
不
安
が
あ
れ
ば

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
市
や
支
援

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特性や希望に
合わせて提案

統括職業指導官
今谷さん

就労は自己実現
するための手段

所長　相談支援専門員
渡邊 真司さん

　ハローワークでは、障がい者の雇用を、専門援助部門が
担当しています。求職者と求人者の希望やニーズを引き合
わせるために、支援を行っています。
　企業からは、「障がい者雇用について、何から始めたら良
いか分からない」と、相談されることがあります。その場
合は、やるべきことを一緒に整理したり、求人票の作成を

お手伝いしたりします。また、企業を視察して、障がいの
ある人ができそうな業務を見つけたり、働きやすい環境を
つくるアドバイスをしたりすることもあります。
　企業が障がいのある人を雇用する中で、難易度が高いと
判断していた業務でも、丁寧に教えると、誰よりも正確に
できるということが分かったことも。仕事を習得するまで
時間がかかってしまうこともあるかもしれませんが、根気
強く見守る環境を、各職場でつくってほしいと思います。
　求職者は、やりたい仕事を明確にした上でハローワーク
に行かなければいけないと思われていることも多いですが、
その必要はありません。相談の中で、その人の持つ特性や
希望に見合った仕事について、担当者が一緒に考えていき
ます。
　もちろん、ハローワークだけで解決できないこともあり
ますので、市や関係機関と連携して、サポートしていきま
す。ハローワークでは臨床心理士の予約相談も行っていま
す。何か困ったことがあれば、いつでも相談してください。

　市社会福祉協議会の市障がい者基幹相談支援センターは、
市から委託を受けた、障がいのある人とその家族のための
地域密着型の相談窓口です。また、障がい者の就労支援も
行っています。
　障がい者の就労には、本人だけでなく、家族の思いも深
く関わっているんです。子どもの将来を思い、家族が就労
先を決めてしまいたくなることもあるでしょう。一方で、
本人が就労を望んでいる中、家族が心配して、引き留めて
しまいそうになることもあるかもしれません。
　もちろん長く働き続けるためには、家族のサポートは本
人にとっても企業にとっても大きな力になります。本人の
意思と家族の協力、われわれ支援者のつながり、どれひと
つ欠けても最良の選択はできません。家族だから話し合い
が円滑に進まないこともあるでしょう。当センターの支援
員は、それぞれの状況や事情に合わせ、自立に向けてサポー
トします。
　また、就職後も本人や家族が必要であれば、定期、不定

求職者と求人者をマッチング

期で面談や訪問などの対応も行います。
　働くことは、生きていく上での目的ではなく、自分らし
く生きるための手段の一つ。これは障がいのある人にとっ
ても同じで、就労がゴールではありません。社会参加を通
して、意思決定し、自己実現するための手段です。必要な
支援が必要な人へ届けられるよう取り組んでいきます。

久代にある障がい者就労支援施設。精神・発達障がいのある人が一般企業に就職するための
サポートや、職場体験の機会の提供などの就労移行支援事業を行うアソシア・ジョブ川西

障がい者と家族の相談窓口

　
施
設
の
開
所
時
か
ら
就

労
移
行
支
援
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
実
習

先
は
、
障
が
い
者
雇
用
の

実
績
の
あ
る
企
業
か
ら
探

す
の
で
は
な
く
、
本
人
が

働
い
て
み
た
い
、
将
来
就

き
た
い
と
考
え
て
い
る
職

種
の
企
業
に
ア
プ
ロ
ー

チ
。
本
人
の
意
向
を
最
優

先
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
担
当
者
と
話
し

て
思
う
の
は
、「
障
が
い
」

と
い
う
言
葉
に
高
い
ハ
ー

ド
ル
を
感
じ
て
い
る
人
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

精
神
・
発
達
障
が
い
の
あ

る
人
は
、
認
識
や
も
の
の

見
方
が
、
障
が
い
の
な
い

人
と
少
し
異
な
っ
て
い
る

だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
、

多
く
の
企
業
に
理
解
し
て

も
ら
い
、
協
力
の
輪
を
広

げ
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
ア
ソ
シ
ア
・
ジ
ョ
ブ
川

西
で
は
、
昨
年
８
月
の
開

所
当
時
か
ら
就
労
移
行
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
労
移
行
支
援
の
登
録

者
は
現
在
約
30
人
。
か
ば

ん
な
ど
の
物
作
り
や
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
企

画
・
立
案
な
ど
、
実
用
的

な
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
習
得
で
き
る
環

境
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て

い
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

通
し
て
、
企
業
で
働
く
前

に
自
分
の
得
意
な
こ
と
、

不
得
意
な
こ
と
を
把
握
す

る
の
は
重
要
で
す
。
自
分

の
特
性
を
理
解
し
、
ま

た
、
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
、
一
緒
に
働

く
組
織
や
人
と
の
関
係
が

深
ま
り
、
長
く
働
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

本人のやってみたいを尊重 就労支援員　　與那覇 滉矢さん自己理解が就労定着のカギ取締役 CEO　神谷 牧人さん

特集　働きたいをみんなで叶える

自分の力を発揮
できる場所で

幸せを実感してほしい

障害福祉課長
斎藤 絹子

ハローワーク伊丹市障がい者基幹相談支援センター

知りたいこと・困ったことがあったら
障がい者雇用・就労推進本部について
障害福祉課　 072（740）1178

障がい者の雇用奨励制度について
産業振興課　 072（740）1162

障がい者とその家族の相談窓口
市障がい者基幹相談支援センター　 072（758）6228

企業の求人相談・障がい者の求職相談
ハローワーク伊丹 専門援助部門　 072（772）8618
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